
横  浜天声キリスト教会  　　週報　第 14 巻 28 号（No.493）　　2019 年 7 月 14 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　啓示録 2:7　････････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　９番　聖なる、聖なる、聖なるかな

*交読文　････････････････ 　３９番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７５番　み霊よわれ歌う時

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：史執事　天声：小林 伝道師

賛美　･･････････････････ 　３９９番　さかえの王にます主の

メッセージ　･･････････････ 今も啓示録を通して生きて語られる主(啓示録 2:1-7)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　３９３番　われらの戦い血によらず

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。(黙示録 2:7a)

神は、むかしは、預言者たちにより、いろいろな時に、いろいろな方法で、先祖たちに語られ

たが、この終りの時には、御子によって、＿＿に語られたのである。神は御子を万物の相続

者と定め、また、御子によって、もろもろの世界を造られた。御子は神の栄光の輝きであり、

神の本質の真の姿であって、その力ある言葉をもって万物を保っておられる。そして罪のき

よめのわざをなし終えてから、いと高き所にいます大能者の右に、座につかれたのである。

（ヘブル 1:1-2）

　＿＿は、自分はすでに捕えたなどと考えてはいません。ただ、この一事に励んでいます。

すなわち、うしろのものを忘れ、ひたむきに前のものに向かって進み、キリスト・イエスにおい

て上に召してくださる神の栄冠を得るために、目標を目ざして一心に走っているのです。で

すから、成人である＿＿はみな、このような考え方をしましょう。もし、＿＿がどこかでこれと

違った考え方をしているなら、神はそのこともあなたがたに明らかにしてくださいます。それ

はそれとして、＿＿はすでに達しているところを基準として、進むべきです。（ピリピ 3:13-16）

メッセージ概要

　黙示録の原語はアポカルプシス、啓示、公示の意味で、啓示録と言うのが正しい。この書の言葉を宣言

する人・聞いて守り行う人は幸いであると書いてある。主の時が近い今、私達はこの書から恵みを受けたい。

　原初の教会は、主イエスを信じる人々が主日、一つ所に集い、メッセンジャーはこの書をそのまま宣言し、

聖徒達はそれに耳を傾けてアーメンするという、非常にシンプルな礼拝で、いわゆる「説教」は無かった。

　聖書をそのまま宣言し、聖霊から直接養いを受けるという「聖霊牧会」が生き生きと息吹いていたが、現

代の私達は、日本語に翻訳された聖書をそのまま読んでも、当時のような恵みを受けるのは難しい。

日本語はギリシヤ語と違って冠詞が無く、時制や単数・複数の指定もあいまいで、また「アルファとオメガ」

「ニコライ派」などの当時特有のキーワードも説明無しにはわからない。だから現代のメッセンジャーは、ヘ

ブライ思考に基づき、原語から本来的な意味や時代的ニュアンスを掘り起こし、メッセージする必要がある。

　ヨハネは主日、御霊の内に７つの金の燭台を見せられ、その真ん中を歩まれるお方が 7 つの星を握って

おられた。主は、７つの星は７つの教会の御使（アンゲロス）、７つの燭台は７つの教会である、と直接解き

明かして下さった(1:20)。「アンゲロス」は元々、便りを届ける者、メッセンジャーなので、啓示録という手紙

の最初の受信者は「各教会のメッセンジャー」、二次受信者は「各教会の聖徒たち」である。

　そして最後の受信者は「耳のあるもの」全員である。2-3章で「耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを

聞くがよい」と、７度も繰り返されているからだ。そうであるからには、私達もこの啓示録から、それぞれ置か

れた環境や信仰、状況に応じた賞賛や叱責、勧めや、報いの約束を、御霊から直接いただくものである。

　『エペソにある教会の御使に、こう書きおくりなさい。「右の手に七つの星を「持つ（ホ・クラトーン）」者、七

つの金の燭台の間を歩く（ペリパテオー）者が、次のように言われる。』(啓示録 2:1)　この「ホ・クラトーン」の

「ホ」は冠詞で、「クラトーン」は、ぎゅっと握りしめる意味の動詞である。通常、動詞に冠詞はつけないが、ヨ

ハネはわざわざ「ぎゅっと握りしめている」という動詞に冠詞を付けた。それは、強く強調したかったからだ。

　「星」とは、教会のメッセンジャーや牧会者達の事、燭台は、エクレシア達（教会）の事である、と、主は既

に解き明かして下さった。つまり主は、どの時代のメッセンジャーも、主の働き人達も、牧者達も、世の終わ

りまで、情熱をもって、ぎゅっと握って離さない！と、ヨハネは強調したのだ。また、「歩く（ペリパテオー）」は  、  

ゆっくりじっくり歩き回る、生きる、過ごす、といった意味がある。つまり主は、牧会者を握りしめ、７つの金の

燭台の只中、すなわち主にあるエクレシア達の”ただ中”で、聖徒達と共に歩み、共に生きて下さるお方だ。

　その御方は、『あなたのわざと労苦と忍耐とを知っている（エイドー：感覚的・主観的・感情的な面におい

て「知っている」）』(2:2-3)　と言われる。主はエクレシアの間を行きめぐり、働き人達の心の奥底、内に隠れ

た心の動機の機微も知っており、また、働き人が労苦し忍耐した時に流した涙も、全て知っておられる。

　『使徒と自称しているが実はそうでない者たちをためして、その偽りを見抜いたことも知っている。』(2節) 
しかしエペソ教会への叱責として、初めの愛から離れてしまった、という事が語られた。そしてもし、悔い改

めて初めの愛に立ち返らなければ、燭台（教会）を取りのけてしまう、とも警告された(4-5節)。
　エペソ教会は当初、テモテの指導の元で成長し、やがては、建物が 200m×500mの、馬が内部を通れ

る程となり、中央には、水のバプテスマに使っていたと思われる約5mもの洗礼槽もあった。しかしギリシア

思考によって御言葉を変質してしまい、AD431 年、エフェソス公会議において、マリヤ神聖宣言がなされ、

マリヤを聖母とし、神の妻として、マリヤ祈祷が始まってしまった。彼らは、御言葉中心の「はじめの愛」には

帰らず、その 100年後、教会は地震によって破壊されて以来、再建される事は無かった。主はまさに、「初

めの愛を捨ててしまった」主の働き人達に、「悔い改めて、初めのわざを行いなさい」と警告しておられる。

　『勝利を得る者には、神のパラダイスにあるいのちの木の実を食べることをゆるそう』。』(2:7b)
ここで主は、楽園にあるいのちの木への回復を、約束しておられる。私達は勝利者となるために、はじめの

愛に即した行いを続け、もし主からの叱責を受けたとしたなら、速やかに主の言葉に従順するべきだ。

　『耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい。』(黙示録 2:7a)　私達は、初代教会のように、ヘ

ブライ思考に基づき、御言葉から直接的に御霊の養いを受け、最初の愛・最初の行いをキープし、その幸

いにあずかるべきである。そのような皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～
English Service　　　          　　 14:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:30～
金曜徹夜祈祷会                           21:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 14 巻 28 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019 年 7 月 14 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

